
　戦国時代最後の豊臣・徳川の戦い、岩田・若江一帯は激戦地となり、

1615年(元和元年)大坂夏の陣「若江の戦い」のとき美男で名高い若武者木村重成は

この地で討死にしました。「若江木村通」の道路標識は重成への地元の人たちの思いが伝えられています。

　若江城は南北朝時代、河内国守護職になった畠山氏によって築城されました。

15世紀の中ごろ、畠山氏の家督をめぐる争いは戦国時代の口火となりました。

　当時の遺跡が数多く残るこの地を散策してみませんか。

若江岩田駅周辺
天下分け目の地をゆく

大坂・玉造二軒茶屋から生駒山暗峠を越え奈良三条(猿沢池)を結

ぶ最短の街道。豊臣時代は大和・伊賀・伊勢などの諸大名の参勤

道となり、江戸時代は奈良の諸寺や長谷、伊勢参宮道として栄えま

した。
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西岩田村の氏神。菱江の仲村神社の古称が仲村三十八大明神、仲

村神社の由緒書に三十八神を祭祀しているとあります。多くの神

をまつった神社ということでしょう。平成8年5月、新社殿に復社さ

れました。

⑨三十八神社

融通念仏宗、寺宝の室町時代の応永版本上巻融通念仏縁起絵巻

と江戸時代の享和版本融通念仏縁起絵巻は市の文化財に指定さ

れています。

⑩長寿寺

旧暗越奈良街道と河内街道の交差点のすぐ東側にあり、社伝によ

れば付近は島とよばれ、応永3年(1396)の宇賀御魂神を勧請し、後

に放出にある阿遅速雄神社の味耜高彦根命を加え八劔神社に

なったといわれています。境内には東100mにあった道しるべが移

されています。おかげと刻印があるいせ・ならへの道標、ひょうた

んの形が彫ってある道標など３本あります。もとの場所から稲葉

や吉田をとおって瓢箪山へ行く道があったこともわかります。

②八劔神社

神社の東50m、奈良街道に面した堂内の三体のうち、一番大きな

地蔵さんは享保11年(1726)の年号と「右ハならミチ」の刻印があ

り、道しるべの役割も兼ねており、当初は街道に面して建てられて

いたものをこの地に移してまつられています。

③道開地蔵

旧家石田家の大屋根上の二匹の瓦製の猿。一匹は扇・貨幣、一匹

は玉を持っています。江戸時代、住吉神社に願をかけ近隣の村と

の水争いの勝利を祝ったものだといわれています。享保13年

（1728）の戊申年に大屋根にすえ付けられました。

⑤石田家の猿棟

このあたりは水田のあぜ道に猫橋と呼ばれていた一枚の石橋が

ありました。改修工事のときその下から数体の石仏と室町時代の

一石五輪塔が発見され、昭和の初めにこの地にまつられました。

お堂の横に猫橋址の歌碑があります。

⑥猫橋址地蔵

延喜式内社で、第14代仲哀天皇、第15代応神天皇、仲哀天皇皇后

で応神天皇の母である神功皇后をおまつりしています。江戸時代

は八幡宮といわれていました。もと北側の水田の中に幸神塚、無

名塚があり、大きな石が埋もれつながっているといわれ石田(岩

田)の地名のおこりといわれています。境内の大きな楠の陰影は地

域のいこいの場です。

⑦石田神社

江戸時代後半に、長栄寺中興の祖、慈雲尊者が高井田・長栄寺か

ら額田山中の長尾滝に修行に行くとき、よく立ち寄った寺です。

⑧観音寺

奈良時代、僧行基が開いたといわれている。明治以降河内7墓巡り

の風習が盛んとなり大阪市内から多くの人が参拝されにぎわいま

した。8月の盆の頃七墓を巡拝して焼場の穴をまたぐか、仏様を拝ん

でくると下の世話をうけなくて極楽往生できるといわれている。岩田

墓地もその１つです。8月11日の墓市には露店が出てにぎわいます。

④岩田墓地
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剣先舟の廃材を利用した
舟板塀が岩田の旧村でよく
見かけます。昔のクギが
残っていることもあります。
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高さ1.5ｍ、幅82cmの花崗岩の自然石の中央を舟形に彫りこみ、そ

の中に地蔵菩薩を半肉彫りにしています。南北朝時代の古い様式

を伝える室町時代初期の作と推定されます。市指定文化財です。
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　豊臣家の存亡をかけた戦いで大坂の役ともいう。

1614年（慶長19年11月）の大坂冬の陣と翌年の大

坂夏の陣の2度の合戦があった。徳川家康は豊臣氏

を滅ぼそうとはかり、京都方広寺大仏殿の鐘の銘文

に関東不吉の語句があると言いがかりをつけて大

坂城を攻めたが、城が堅固で落ちず、1か月の長期

にわたって両軍の対峙が続いた。家康は和睦工作

をはじめ、翌月いったん和睦が成立し、本丸を残し

二の丸、三の丸の櫓や石垣まで破壊し堀を埋めてし

まった。1615年（慶長20年）4月29日大阪泉南樫井で

合戦の火ぶたが切られ、5月6日道明寺と八尾、若江

での大激戦が展開され、翌7日城南で戦闘が行われ

大坂方の有名武将がことごとく討死し、大坂城も火

炎に包まれ落城した。

　河内平野のほぼ中央部に位置する。古代には郡衙という役所や寺があり、交通の要所で栄えたところです。若

江城は畠山氏の守護代の居城として、南朝ににらみをきかすために築城されたものと考えられます。若江城は守

護所として河内国の政治的中心地でした。畠山家は足利義政が８代将軍になったころ、幕府きっての実力者でし

た。しかし、家督相続争いがおきこれが応仁の乱の原因の一つとなりました。下って永禄11年（1568）9月織田信長

は三好義継を河内北半国守護とし、若江城主とした。天正元年（1573）11月将軍足利義昭が宇治の槙島城で織田

信長に敗れ、義昭の妹婿であった義継がかくまいますが信長軍に攻められ自刃する。若江城は義継の家来であっ

た池田丹後守らにまかせた。池田丹後守はキリシタンとして知られた人物で、若江にクルスとか大臼などの字名

が残っている。天正８年（1580）閏３月５日、織田信長と本願寺顕如との和議が成立する。ここに石山本願寺をめ

ぐる攻防は終止符を打ちます。若江城はこのころまで信長方の本願寺攻撃の拠点として利用されていました。しか

し、天正８年（1580）５月22日から12月16日の間に廃城となり八尾に移りました。石山本願寺の攻撃拠点としての

若江城の役目が終わり、廃城して八尾に移ったものと考えられます。城は東西180m、南北190mの主郭（本丸）を

もつ城で、礎石建物、塼列建物などが見つかっています。南西には瓦葺き、白壁の隅櫓が建っていたことがわかっ

ています。外堀まで含めると東西600m、南北700mあります。

　若江の合戦は、東高野街道を南下して道明寺方面へ進出をくわだてる関東の主力部隊およそ12万を側面から

攻撃してこれに大打撃を与えようと、5月6日の早朝大坂城を出発し、豊臣方の長宗我部隊5000は八尾で徳川方先

鋒の藤堂高虎隊5000と、豊臣方木村重成隊4700は若江で徳川方井伊直孝隊3500と激突した。若江での戦いは玉

串川の西方にある小堤上や田間のあぜ道上での小部隊同士の熾烈な戦いであった。互に勝敗を繰り返し、早朝

から昼過ぎまで数時間戦われた。豊臣方飯嶋三郎右衛門は徳川方山口重信の従兵と槍を合わせ討取るが、山口

重信に槍で突かれ倒れた。木村重成は山口重信にかかり、槍で馬上から突き落とした。山口重信と飯嶋三郎右衛

門の二人とも従者にかつがれて退去したが絶命した。この戦いで豊臣方は木村重成・増田盛次をはじめ900余人

を失ったが、藤堂隊も重臣6名を含めて兵300余人、井伊隊も武将数人と兵100余人を失いました。この日午後6時

頃徳川家康・秀忠は枚岡に至り、豊臣方の薄田隼人、木村重成らの首級を実検した。

大坂夏の陣

若江城

若江の合戦

各神社のお祭り　祭礼日とだんじり曳行日は異なることもあります。

河内名所図会1801年（享和元年）
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境内に大きなイチョウの木があり、本尊の薬師如来は乳もらいの

薬師とも呼ばれ、産婦がお参りすると乳がよく出るといわれてい

ます。摂津源氏で知られる多田満仲の四男、美女丸がこの地に開

いたと伝えられ、山号を美女山といいます。水上勉の師匠であっ

た「思い川」「枯木のある風景」などの作品を書いた作家宇野浩二

は、明治42年若江小学校の代用教員として働き、薬師寺に下宿し

ていました。

⑫薬師寺と宇野浩二

日蓮宗の寺院で、正保元年（1644）焼失。いろいろな宗派の遊行僧

が再興をはかるがならず、元禄6年（1693）、蓮性院日相上人が再

建しました。木村重成の位牌がまつられています。

⑱蓮城寺

延喜式内社、祭神は大雷大神、足仲彦命、息長足姫命、江戸時代

には塚本大明神と呼ばれていました。本殿前と拝殿の間に雷の手

形石と呼ばれる石があります。「文徳天皇実録」には「斉衡元年

(854)授河内国大雷火明神従五位」とみえます。本殿は極彩色を施

した三間社流造です。雨乞いに使用された元禄11年(1698)奉納

の大般若経６００巻とも市指定文化財です。鳥居東の参道入り

口両側には、雨乞御礼として享保18年（1733）七月七日に三郷が

寄進した高さ約3mの灯籠、鳥居を入って4番目にも明和6年

（1769）七月八日に三郷が寄進した雨乞御礼の灯籠などがあり、

雨乞いに霊験あらたかであったことがわかります。

⑲若江鏡神社

鏡神社の鳥居前の道を南に行くと三叉路の角に道しるべが二基

あります。一基は享和3年(1803)造立の大阪市内の深江で暗越奈

良街道から分岐して長堂・荒川・上小阪のいくつかの村をとおり生

駒山の十三峠（八尾市）を越えて、竜田・長谷寺へ通じる十三街道

の道しるべです。

⑳十三街道道しるべ

この場所は長沢の辻と呼ばれ、現在はわかりにくくなっています

が南北の道が平野の大念仏寺に通じる融通道の一つです。地蔵

菩薩立像は高さ109cmの花崗岩に舟形の彫りくぼみをつくり、像

高65cmの立像を半肉彫りし、康永元年(1342)の年号や長沢辻堂

などの文字が刻まれています。市の文化財に指定されています。

㉓長沢辻地蔵

 8月11日夕方から若江岩田駅南北の道は歩行者天国になり、多くの露店で賑わいます。昔は岩田墓地の墓市は大阪商人が持ってくる衣服や農

機具と近在の農家の農産物を交換したり、お盆の準備の品物を揃える市でした。最近は岩田本通り商店街振興組合主催で地域の人たち手作り

の「岩田墓市ちびっこ夜市」も賑わっています。

岩田の墓市　

元和元年（1615）５月６日大坂夏の陣若江の戦いで徳川方武将

山口重信は豊臣方の武将木村重成軍と戦い、両将とも討死しまし

た。山口重信の墓は、死後33回忌に弟の山口弘隆によって建てら

れました。碑は高さ3.33m、幅92㎝、亀趺（亀の背）上に建っていま

す。正保４年（1647）の建立です。銘文には若江の戦いのようすが

幕府の大学頭林道春（羅山）の文章、石川丈山の篆刻により刻ま

れています。※大坂の陣・若江の合戦については右面

㉑山口重信墓

飯嶋三郎右衛門は、高井田村の生まれで、幼少の頃より武芸に優

れ、永禄11年（1568）ころ信長が河内を制圧したとき、それに従い

のち秀吉、秀頼に仕え、元和元年（1615）大坂の陣に際しては、木

村重成軍に加わり若江にて討死しました。三郎右衛門の子孫が岩

田村に住みこの墓を建てました。

⑭飯嶋三郎右衛門墓

昭和18年12月8日中河内郡若江村の地元有志数名が土地提供し、

建設したものです。明治27・28年の日清戦争、明治37・38年の日露

戦争、大正3年の第一次世界大戦、昭和6年の満州事変、12年の日

華事変、16年の太平洋戦争に及ぶ戦没者の忠霊塔です。大阪府内

でもこのような個人の尽力による忠霊塔の例がない。

⑮若江の忠霊塔

多田満仲の四男、美女丸の子孫で若江の土豪、美女堂氏が武士と

なって遠江国掛川藩主太田家に仕官した来歴を記した石碑です。

碑文によれば孫六家の勝興から5代を経た勝喜が若江の勝興旧

宅にあった老いた松を見てこの碑を建てたことが記されていま

す。太田資次が大坂城代に在職中、上若江・下若江両村の領主と

なっているところから、歴史的事実と考えられます。

⑰美女堂氏遺愛碑

木村重成は、元和元年（1615）大坂夏の陣若江の戦いで討死した

豊臣方の武将です。以前は山口重信の墓と向かい合っていまし

た。第二寝屋川の工事により現在地に移されました。

㉒木村重成墓若江公民館の東横に大正8年大阪府が建てた「若江城址」碑、南側

の楠の横に「社」と刻んだ巨石があります。この付近を中心として

南北400m、東西300mぐらいの範囲が若江城跡です。若江城は南

北朝時代に河内に進出し、河内国守護職になった畠山氏によって

築城されました。15世紀の中ごろ、畠山氏の家督をめぐる争いは

戦国時代の口火となりました。天正元年(1573)天下統一をめざす

織田信長は、足利氏最後の将軍義昭を追って若江城を攻めてい

ます。天正9年に宣教師ルイス・フロイスの手紙に「若江の中央を

通ったが此所には今城もなく・・」と記されています。前年堺の茶

人によって若江城で茶会が催されたことが茶会記にありその間に

若江城が廃城になったことがわかります。※詳細は右面に記載

⑯若江城址碑
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さんげんしゃながれづくり

あまごいおんれい きょうほう さんごう

めいわ

れいげん

とうろう

慶長2年(1597)頃、当寺三代目正圓の頃、若江城の余材を利用し

て堂を建てたと伝えられています。本堂裏の墓地に永禄2年

(1559)の銘がある十三仏板碑がまつられています。高さ104cm、

幅47cmの舟形石に３列4段で十三仏が刻まれています。この板

碑が彫られたころ、若江は畠山家の家督争いのため約百年間戦

乱の地となっていました。現世の安泰と来世の極楽往生を願い建

立されたものです。

⑬蓮浄寺

はたけやまけ かとくあらそ

いたび

びじょまる

しょうえん

ひろたか

きょうわ

げんな

しょうほう

くらがりごえな

らかいどう

き ふ

だいがくのかみはやしどうしゆん らざん いしかわじょうざん てんこく

げんな

えいろく

な か か わ ち ぐ ん わ か え む ら

と お と う み か け が わ は ん し ゅ お お た け

げんろく

げんな

こうえい

かつよしかつおきまごろくけ

せんそう

にっしんせんそう にちろ

まんしゅうじへん にっ

かじへん

● 八劔神社　菱屋東2-11　　   夏祭り7月15・16 日　秋祭り10月15・16日

● 石田神社　岩田町4-11-13　 夏祭り7月15 日　       秋祭り10月15日

● 三十八神社　西岩田1-8-21 　 夏祭り7月13 日　 秋祭り10月13日

● 若江鏡神社　若江南町2-3-9  　10月10・11日

※司馬遼太郎さんの街道をゆく「河内みち」には鏡神社のだんじりの様子が描かれています。
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※施設等の情報は変更されている場合がありますので

　ご了承ください。
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